
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 2 思いをこめて合唱しよう
●曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりにつ
いて理解するとともに、それらを生かした歌唱表
現を創意工夫して歌う。

校歌
My Voice!

[知] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わ
りについて理解している。
[技] 創意⼯夫を⽣かした表現で歌うために必
要な発声、⾔葉の発⾳、⾝体の使い⽅などの技
能を身に付け、歌唱で表している。

[思] 音色、旋律、テクスチュア、強弱を知覚
し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感
受しながら、知覚したことと感受したこととの
関わりについて考え、どのように歌うかについ
て思いや意図をもっている。

[態] ※曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関
わりに関心をもち、音楽活動を楽しみながら主
体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうと
している。

4 2
イメージと音楽との関わ
りを感じ取ろう

●曲想と音楽の構造との関わりについて理解する
とともに、曲や演奏に対する評価とその根拠につ
いて自分なりに考え、音楽のよさや美しさを味
わって聴く。
●表したいイメージと関わらせながら、音素材の
特徴及び音の重なり方や反復、変化、対照などの
構成上の特徴について理解するとともに、それら
を生かした創作表現を創意工夫して音楽をつく
る。

イメージと音楽
[知] 曲想と⾳楽の構造との関わりについて理
解している。

[思] 音色、リズム、速度、強弱を知覚し、そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しな
がら、知覚したことと感受したこととの関わり
について考えるとともに、曲や演奏に対する評
価とその根拠について自分なりに考え、音楽の
よさや美しさを味わって聴いている。

[態] ※曲想と⾳楽の構造との関わりに関心を
もち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的
に鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

5 2
曲の構成を感じ取って、
表現を工夫しよう

●楽器の音色や響きと奏法との関わりについて理
解するとともに、それらを生かした器楽表現を創
意工夫して演奏する。
●曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりにつ
いて理解するとともに、それらを生かした歌唱表
現を創意工夫して歌う。

主人は冷たい土の中に

[知] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わ
りについて理解している。
[技] 創意⼯夫を⽣かした表現で歌うために必
要な発声、⾔葉の発⾳、⾝体の使い⽅などの技
能を身に付け、歌唱で表している。

[思] 旋律、強弱、形式、構成を知覚し、それ
らの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しなが
ら、知覚したことと感受したこととの関わりに
ついて考え、どのように歌うかについて思いや
意図をもっている。

[態] ※曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容と
の関わりに関心をもち、音楽活動を楽し
みながら主体的・協働的に歌唱の学習活
動に取り組もうとしている。

6 2
日本の歌のよさや美しさ
を感じ取って、歌唱表現
を工夫しよう

●曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりにつ
いて理解するとともに、それらを生かした歌唱表
現を創意工夫して歌う。

浜辺の歌
赤とんぼ

[知] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わ
りについて理解している。
[技] 創意⼯夫を⽣かした表現で歌うために必
要な発声、⾔葉の発⾳、⾝体の使い⽅などの技
能を身に付け、歌唱で表している。

[思] リズム、速度、旋律、強弱、形式を知覚
し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感
受しながら、知覚したことと感受したこととの
関わりについて考え、どのように歌うかについ
て思いや意図をもっている。

[態] ※曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関
わりに関心をもち、音楽活動を楽しみながら主
体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうと
している。

6 2
音楽の特徴に注目しなが
ら、情景を思い浮かべよ
う

●曲想と⾳楽の構造との関わりについて理解する
とともに、曲や演奏に対する評価とその根拠につ
いて自分なりに考え、音楽のよさや美しさを味
わって聴く。

春
[知] 曲想と⾳楽の構造との関わりについて理
解している。

[思] 音色、旋律、テクスチュア、強弱、形式
を知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲
気を感受しながら、知覚したことと感受したこ
ととの関わりについて考えるとともに、曲や演
奏に対する評価とその根拠について自分なりに
考え、音楽のよさや美しさを味わって聴いてい
る。

[態] ※曲想と⾳楽の構造との関わりに関
心をもち、音楽活動を楽しみながら主体
的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組も
うとしている。

7
・
12

6
音のつながり方の特徴を
生かして、創作表現を工
夫しよう

●表したいイメージと関わらせながら、音のつな
がり方の特徴について理解するとともに、それら
を生かした創作表現を創意工夫して旋律をつく
る。

リズムゲーム、リズムア
ンサンブル、リズムチャ
レンジ、My Melody

[知] ⾳のつながり⽅の特徴について、表した
いイメージと関わらせて理解している。
[技] 創意⼯夫を⽣かした表現で旋律をつくる
ために必要な、課題や条件に沿った⾳の選択や
組合せなどの技能を身に付け、創作で表してい
る。

[思] リズム、旋律を知覚し、それらの働きが
生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚し
たことと感受したこととの関わりについて考
え、どのように⾳楽をつくるかについて思いや
意図をもっている。

[態] ※⾳のつながり⽅の特徴に関心をもち、
音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に創作
の学習活動に取り組もうとしている。

７
９
10

15
曲想やパートの役割を感
じ取って、歌唱表現を工
夫しよう

●曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりにつ
いて理解するとともに、それらを生かした歌唱表
現を創意工夫し、合わせて歌う。

合唱コンクール
学年合唱と自由曲

[知] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わ
りについて理解している。
[技] 創意⼯夫を⽣かし、全体の響きや各声部
の声などを聴きながら他者と合わせて歌う技能
を身に付け、歌唱で表している。

[思] 音色、リズム、旋律、テクスチュア、強
弱、構成を知覚し、それらの働きが生み出す特
質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感
受したこととの関わりについて考え、どのよう
に歌うかについて思いや意図をもっている。

[態] ※曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容と
の関わりに関心をもち、音楽活動を楽し
みながら主体的・協働的に歌唱の学習活
動に取り組もうとしている。

11 2
曲想と音楽の構造との関
わりを理解して、その魅
力を味わおう

●曲想と⾳楽の構造との関わりについて理解する
とともに、曲や演奏に対する評価とその根拠につ
いて自分なりに考え、音楽のよさや美しさを味
わって聴く。

魔王
[知] 曲想と⾳楽の構造との関わりについて理
解している。

[思] 音色、旋律、テクスチュア、強弱を知覚
し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感
受しながら、知覚したことと感受したこととの
関わりについて考えるとともに、曲や演奏に対
する評価とその根拠について自分なりに考え、
音楽のよさや美しさを味わって聴いている。

[態] ※曲想と⾳楽の構造との関わりに関心を
もち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的
に鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

12
１

2
和楽器の特徴を感じ取っ
て、その魅力を味わおう

●曲想と音楽の構造との関わり、楽器の⾳⾊や響
きと奏法との関わりについて理解するとともに、
それらを生かした器楽表現を創意工夫し、合わせ
て演奏する。

筝

[知] 曲想と音楽の構造との関わり、楽器の音
色や響きと奏法との関わりについて理解してい
る。
[技] 創意工夫を生かした表現で演奏するため
に必要な奏法、身体の使い方などの技能、創意
⼯夫を⽣かし、全体の響きや各声部の音などを
聴きながら他者と合わせて演奏する技能を身に
付け、器楽で表している。

[思] 音色、リズム、テクスチュア、強弱、構
成を知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰
囲気を感受しながら、知覚したことと感受した
こととの関わりについて考え、どのように演奏
するかについて思いや意図をもっている。

[態] ※曲想と音楽の構造との関わり、楽器の
音色や響きと奏法との関わりに関心をもち、音
楽活動を楽しみながら主体的・協働的に器楽の
学習活動に取り組もうとしている。

1 3

日本の民謡やアジアの諸
民族の音楽の特徴を感じ
取って、その魅力を味わ
おう

●声の⾳⾊や響き及び⾔葉の特性と曲種に応じた
発声との関わりについて理解するとともに、それ
らを生かした歌唱表現を創意工夫して歌う。
●⾳楽の特徴とその背景となる⽂化や歴史との関
わり、我が国や郷⼟の伝統⾳楽及びアジア地域の
諸⺠族の⾳楽の特徴と、その特徴から⽣まれる⾳
楽の多様性について理解するとともに、⽣活や社
会における⾳楽の意味や役割、⾳楽表現の共通性
や固有性について自分なりに考え、音楽のよさや
美しさを味わって聴く。

日本の民謡
生活や社会の中の音や音
楽
アジアの諸民族の音楽

[知] 声の⾳⾊や響き及び⾔葉の特性と曲種に応じた発声と
の関わりについて理解している。
[技] 創意⼯夫を⽣かした表現で歌うために必要な発声、⾔
葉の発⾳、⾝体の使い⽅などの技能を身に付け、歌唱で表し
ている。

[知] ⾳楽の特徴とその背景となる⽂化や歴史との関わり、
我が国や郷⼟の伝統⾳楽及びアジア地域の諸⺠族の⾳楽の特
徴と、その特徴から⽣まれる⾳楽の多様性について理解して
いる。

[思] 音色、旋律、テクスチュアを知覚し、それらの働きが
生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受
したこととの関わりについて考え、どのように歌うかについ
て思いや意図をもっている。

[思] 音色、リズム、速度、旋律、形式を知覚し、それらの
働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したこと
と感受したこととの関わりについて考えるとともに、生活や
社会における音楽の意味や役割、音楽表現の共通性や固有性
について自分なりに考え、音楽のよさや美しさを味わって聴
いている。

[態] ※声の⾳⾊や響き及び⾔葉の特性と曲種に応じた発声
との関わりに関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・
協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。

[態] ※⾳楽の特徴とその背景となる⽂化や歴史との関わ
り、我が国や郷⼟の伝統⾳楽及びアジア地域の諸⺠族の⾳楽
の特徴と、その特徴から⽣まれる⾳楽の多様性に関心をも
ち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に鑑賞の学習活
動に取り組もうとしている。

2 2
日本に古くから伝わる音
楽に親しみ、その魅力を
味わおう

●曲想と⾳楽の構造との関わり、⾳楽の特徴とそ
の背景となる⽂化や歴史、他の芸術との関わりに
ついて理解するとともに、曲や演奏に対する評価
とその根拠、生活や社会における音楽の意味や役
割について自分なりに考え、音楽のよさや美しさ
を味わって聴く。

雅楽「越天楽」
筝曲「六段の調べ」

[知] 曲想と⾳楽の構造との関わり、⾳楽の特徴とそ
の背景となる⽂化や歴史、他の芸術との関わりにつ
いて理解している。

[思] 音色、速度、旋律、テクスチュア、構成を知覚
し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受し
ながら、知覚したことと感受したこととの関わりに
ついて考えるとともに、曲や演奏に対する評価とそ
の根拠、生活や社会における音楽の意味や役割につ
いて自分なりに考え、音楽のよさや美しさを味わっ
て聴いている。

[態] ※曲想と⾳楽の構造との関わり、⾳楽の特徴と
その背景となる⽂化や歴史、他の芸術との関わりに
関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働
的に鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

3 5
仲間とともに、表情豊か
に合唱しよう

●曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりにつ
いて理解するとともに、それらを生かした歌唱表
現を創意工夫し、合わせて歌う。

卒業式の歌
旅立ちの日に

[知] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わ
りについて理解している。
[技] 創意⼯夫を⽣かし、全体の響きや各声部
の声などを聴きながら他者と合わせて歌う技能
を身に付け、歌唱で表している。

[思] 音色、速度、旋律、テクスチュア、強
弱、構成を知覚し、それらの働きが生み出す特
質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感
受したこととの関わりについて考え、どのよう
に歌うかについて思いや意図をもっている。

[態] ※曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関
わりに関心をもち、音楽活動を楽しみながら主
体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうと
している。

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

45 評価方法

2

3

評定への総括方法

観点ごとに達成度を計算し、Ａ…80%以上　Ｂ…50%以上　Ｃ…50%未満　で算出する。

各観点の達成度を総括（%）し、５…90%以上　４…80%以上　３…50%以上　２…20%以上　１…20%未満　として算出する。

令和７年度昭島市立多摩辺中学校
音楽科　年間指導計画　【１年】

合計 ・プリント・ファイル提出　・学習プリント　・定期考査　・実技試験　　・タブレット課題提出

観点別学習状況について

学

期
月

時

数
題材名 題材のねらい

各単元の観点別評価規準
題材名

1



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 2
曲想と音楽の構造との関
わりを理解して合唱しよ
う

●曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりにつ
いて理解するとともに、それらを生かした曲にふ
さわしい歌唱表現を創意工夫し、合わせて歌う。

そのままの君で
あすという日が

[知] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わり
について理解している。
[技] 創意⼯夫を⽣かした表現で歌うために必要
な発声、⾔葉の発⾳、⾝体の使い⽅などの技能、
創意⼯夫を⽣かし、全体の響きや各声部の声など
を聴きながら他者と合わせて歌う技能を身に付
け、歌唱で表している。

[思] 音色、リズム、旋律、テクスチュア、構成
を知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気
を感受しながら、知覚したことと感受したことと
の関わりについて考え、曲にふさわしい歌唱表現
としてどのように表すかについて思いや意図を
もっている。

[態] ※曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容と
の関わりに関心をもち、音楽活動を楽し
みながら主体的・協働的に歌唱の学習活
動に取り組もうとしている。

4.5 2
日本の歌のよさや美しさ
を感じ取って、歌唱表現
を工夫しよう

●曲想と音楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景と
の関わりについて理解するとともに、それらを生
かした曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫し、合
わせて歌う。

夏の思い出（共通教材）
または
荒城の月（共通教材）

[知] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容及び曲の背
景との関わりについて理解している。
[技] 創意⼯夫を⽣かし、全体の響きや各声部の
声などを聴きながら他者と合わせて歌う技能を身
に付け、歌唱で表している。

[思] 音色、旋律、テクスチュアを知覚し、それ
らの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しなが
ら、知覚したことと感受したこととの関わりにつ
いて考え、曲にふさわしい歌唱表現としてどのよ
うに表すかについて思いや意図をもっている。

[態] ※曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容及び曲の
背景との関わりに関心をもち、音楽活動を楽しみ
ながら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組
もうとしている。

6 3
曲想と音楽の構造との関
わりを理解して、その魅
力を味わおう

●曲想と音楽の構造との関わりについて理解する
とともに、曲や演奏に対する評価とその根拠につ
いて考え、音楽のよさや美しさを味わって聴く。

フーガト短調
[知] 曲想と⾳楽の構造との関わりについて理解
している。

[思] 音色、テクスチュア、形式を知覚し、それ
らの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しなが
ら、知覚したことと感受したこととの関わりにつ
いて考えるとともに、曲や演奏に対する評価とそ
の根拠について考え、音楽のよさや美しさを味
わって聴いている。

[態] ※曲想と⾳楽の構造との関わりに関
心をもち、音楽活動を楽しみながら主体
的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組も
うとしている。

5 2
曲想と歌詞の内容との関
わりを理解して、歌唱表
現を工夫しよう

●曲想と音楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景と
の関わりについて理解するとともに、それらを生
かした曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫して歌
う。

サンタルチア
My Voice！

[知] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容及び曲の背
景との関わりについて理解している。
[技] 創意⼯夫を⽣かした表現で歌うために必要
な発声、⾔葉の発⾳、⾝体の使い⽅などの技能を
身に付け、歌唱で表している。

[思] 音色、リズム、旋律、強弱、形式を知覚
し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受
しながら、知覚したことと感受したこととの関わ
りについて考え、曲にふさわしい歌唱表現として
どのように表すかについて思いや意図をもってい
る。
＊音楽を形づくっている要素は、扱う教材に応じて適宜
設定する。

[態] ※曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容及
び曲の背景との関わりに関心をもち、音
楽活動を楽しみながら主体的・協働的に
歌唱の学習活動に取り組もうとしてい
る。

2 3
オペラに親しみ、その魅
力を味わおう

●音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、他の
芸術との関わりについて理解するとともに、生活
や社会における音楽の意味や役割について考え、
音楽のよさや美しさを味わって聴く。

「アイーダ」
[知] ⾳楽の特徴とその背景となる⽂化や歴史、
他の芸術との関わりについて理解している。

[思] 音色、旋律、テクスチュアを知覚し、それ
らの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しなが
ら、知覚したことと感受したこととの関わりにつ
いて考えるとともに、生活や社会における音楽の
意味や役割について考え、音楽のよさや美しさを
味わって聴いている。

[態] ※⾳楽の特徴とその背景となる⽂化
や歴史、他の芸術との関わりに関心をも
ち、音楽活動を楽しみながら主体的・協
働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとし
ている。

9.1 8

11 3
歌舞伎に親しみ、その魅
力を味わおう

●音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、他の
芸術との関わりについて理解するとともに、生活
や社会における音楽の意味や役割、音楽表現の共
通性や固有性について考え、音楽のよさや美しさ
を味わって聴く。

「勧進帳」
[知] ⾳楽の特徴とその背景となる⽂化や歴史、
他の芸術との関わりについて理解している。

[思] 音色、リズム、速度、旋律を知覚し、それ
らの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しなが
ら、知覚したことと感受したこととの関わりにつ
いて考えるとともに、生活や社会における音楽の
意味や役割、音楽表現の共通性や固有性について
考え、音楽のよさや美しさを味わって聴いてい
る。

[態] ※⾳楽の特徴とその背景となる⽂化
や歴史、他の芸術との関わりに関心をも
ち、音楽活動を楽しみながら主体的・協
働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとし
ている。

12 4
音の重なり方や反復、変
化を生かして、創作表現
を工夫しよう

●表したいイメージと関わらせながら、音素材の
特徴及び音の重なり方や反復、変化、対照などの
構成上の特徴について理解するとともに、それら
を生かしたまとまりのある創作表現を創意工夫し
て音楽をつくる。

Let’s Create!

[知] ⾳素材の特徴及び⾳の重なり⽅や反復、変
化、対照などの構成上の特徴について、表したい
イメージと関わらせて理解している。
[技] 創意⼯夫を⽣かした表現で⾳楽をつくるた
めに必要な、課題や条件に沿った⾳の選択や組合
せなどの技能を身に付け、創作で表している。

[思] 音色、リズム、テクスチュア、構成を知覚
し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受
しながら、知覚したことと感受したこととの関わ
りについて考え、まとまりのある創作表現として
どのように表すかについて思いや意図をもってい
る。

[態] ※⾳素材の特徴及び⾳の重なり⽅や反復、
変化、対照などの構成上の特徴に関心をもち、音
楽活動を楽しみながら主体的・協働的に創作の学
習活動に取り組もうとしている。

2 2
世界の諸民族の音楽の特
徴を理解して、その魅力
を味わおう

●諸外国の様々な音楽及び我が国の伝統音楽の特
徴と、その特徴から生まれる音楽の多様性につい
て理解するとともに、音楽表現の共通性や固有性
について考え、音楽のよさや美しさを味わって聴
く。

世界の諸民族の音楽
[知] 諸外国の様々な⾳楽及び我が国の伝統⾳楽
の特徴と、その特徴から⽣まれる⾳楽の多様性に
ついて理解している。

[思] 音色、リズム、旋律、テクスチュアを知覚
し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受
しながら、知覚したことと感受したこととの関わ
りについて考えるとともに、音楽表現の共通性や
固有性について考え、音楽のよさや美しさを味
わって聴いている。

[態] ※諸外国の様々な⾳楽及び我が国の伝統⾳
楽の特徴と、その特徴から⽣まれる⾳楽の多様性
に関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・
協働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとしてい
る。

1 4
箏の音色と奏法との関わ
りを理解して、器楽表現
を工夫しよう

●楽器の音色や響きと奏法との関わりについて理
解するとともに、それらを生かした曲にふさわし
い器楽表現を創意工夫し、合わせて演奏する。

さくらアンサンブル

[知] 楽器の音色や響きと奏法との関わりについ
て理解している。
[技] 創意工夫を生かした表現で演奏するために
必要な奏法、身体の使い方などの技能、創意⼯夫
を⽣かし、全体の響きや各声部の音などを聴きな
がら他者と合わせて演奏する技能を身に付け、器
楽で表している。

[思] 音色、旋律、テクスチュアを知覚し、それ
らの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しなが
ら、知覚したことと感受したこととの関わりにつ
いて考え、曲にふさわしい器楽表現としてどのよ
うに表すかについて思いや意図をもっている。

[態] ※楽器の音色や響きと奏法との関わりに関
心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働
的に器楽の学習活動に取り組もうとしている。

2.3 3
仲間とともに、表情豊か
に合唱しよう

●曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりにつ
いて理解するとともに、それらを生かした曲にふ
さわしい歌唱表現を創意工夫し、合わせて歌う。

卒業式の歌

[知] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理
解している。
[技] 創意⼯夫を⽣かし、全体の響きや各声部の声などを聴
きながら他者と合わせて歌う技能を身に付け、歌唱で表し
ている。

[思] 音色、速度、旋律、テクスチュア、強弱、構成を知覚
し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しなが
ら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考
え、曲にふさわしい歌唱表現としてどのように表すかにつ
いて思いや意図をもっている。

[態] ※曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりに関心を
もち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の学
習活動に取り組もうとしている。

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

35 評価方法

時

数
題材名 題材のねらい

令和７年度昭島市立多摩辺中学校
音楽科　年間指導計画　【２年】

題材名
各単元の観点別評価規準

1学
期

2学
期

3学
期

学

期
月

観点別学習状況について 観点ごとに達成度を計算し、Ａ…80%以上　Ｂ…50%以上　Ｃ…50%未満　で算出する。

評定への総括方法 各観点の達成度を総括（%）し、５…90%以上　４…80%以上　３…50%以上　２…20%以上　１…20%未満　として算出する。

合計 ・プリント・ファイル提出　・学習プリント　・定期考査　・実技試験　　・タブレット課題提出



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 3
日本の歌のよさや美しさを
理解して、歌唱表現を工夫
しよう

●曲想と音楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景との
関わりについて理解するとともに、それらを生かした曲
にふさわしい歌唱表現を創意工夫して歌う。

花（共通教材）

[知] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景
との関わりについて理解している。
[技] 創意⼯夫を⽣かした表現で歌うために必要な発
声、⾔葉の発⾳、⾝体の使い⽅などの技能を身に付
け、歌唱で表している。

[思] 音色、旋律、強弱、形式を知覚し、それらの働き
が生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚した
ことと感受したこととの関わりについて考え、曲にふさ
わしい歌唱表現としてどのように表すかについて思い
や意図をもっている。

[態] ※曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容及び
曲の背景との関わりに関心をもち、音楽活
動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の
学習活動に取り組もうとしている。

1 5 2

音楽の特徴や背景を
理解して、その魅力を
味わおう

●曲想と音楽の構造との関わり、音楽の特徴とその背
景となる文化や歴史との関わりについて理解するとと
もに、曲や演奏に対する評価とその根拠、生活や社会
における音楽の意味や役割について考え、音楽のよさ
や美しさを味わって聴く。

土の歌
社会を映し出す音楽

[知] 曲想と⾳楽の構造との関わり、⾳楽の特徴とそ
の背景となる⽂化や歴史との関わりについて理解して
いる。

[思] 音色、速度、旋律、強弱を知覚し、それらの働き
が生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚した
ことと感受したこととの関わりについて考えるととも
に、曲や演奏に対する評価とその根拠、生活や社会
における音楽の意味や役割について考え、音楽のよ
さや美しさを味わって聴いている。

[態] ※曲想と⾳楽の構造との関わり、⾳楽
の特徴とその背景となる⽂化や歴史との関
わりに関心をもち、音楽活動を楽しみながら
主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組
もうとしている。

6
７

4
声や音楽の特徴を生かし
て、歌唱表現を工夫しよう

●声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発
声との関わりについて理解するとともに、それらを生か
した曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫して歌う。

ルールを守って音楽を楽し
もう！
生活や社会の中の音や音
楽

[知] 声の⾳⾊や響き及び⾔葉の特性と曲種に応じた
発声との関わりについて理解している。
[技] 創意⼯夫を⽣かした表現で歌うために必要な発
声、⾔葉の発⾳、⾝体の使い⽅などの技能を身に付
け、歌唱で表している。

[思] 音色、リズム、旋律を知覚し、それらの働きが生
み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと
感受したこととの関わりについて考え、曲にふさわし
い歌唱表現としてどのように表すかについて思いや
意図をもっている。

[態] ※声の⾳⾊や響き及び⾔葉の特性と曲種に応じ
た発声との関わりに関心をもち、音楽活動を楽しみな
がら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうと
している。

７
９

１０

8
曲の特徴を生かして、歌唱
表現を工夫しよう

●声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発
声との関わりについて理解するとともに、それらを生か
した曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫して歌う。

合唱コンクール自由曲

[知] 声の⾳⾊や響き及び⾔葉の特性と曲種に応じた
発声との関わりについて理解している。
[技] 創意⼯夫を⽣かした表現で歌うために必要な発
声、⾔葉の発⾳、⾝体の使い⽅などの技能を身に付
け、歌唱で表している。

[思] 音色、リズム、速度、旋律を知覚し、それらの働
きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚し
たことと感受したこととの関わりについて考え、曲にふ
さわしい歌唱表現としてどのように表すかについて思
いや意図をもっている。

[態] ※声の⾳⾊や響き及び⾔葉の特性と曲
種に応じた発声との関わりに関心をもち、音
楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌
唱の学習活動に取り組もうとしている。

11 3
日本の伝統音楽の特徴を理
解して、その魅力を味わおう

●音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、他の芸
術との関わり、我が国の伝統音楽の特徴と、その特徴
から生まれる音楽の多様性について理解するととも
に、生活や社会における音楽の意味や役割、音楽表
現の共通性や固有性について考え、音楽のよさや美し
さを味わって聴く。

◎能「敦盛」

[知] ⾳楽の特徴とその背景となる⽂化や歴史、他の
芸術との関わり、我が国の伝統⾳楽の特徴と、その
特徴から⽣まれる⾳楽の多様性について理解してい
る。

[思] 音色、リズム、速度、旋律を知覚し、それらの働
きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚し
たことと感受したこととの関わりについて考えるととも
に、生活や社会における音楽の意味や役割、音楽表
現の共通性や固有性について考え、音楽のよさや美
しさを味わって聴いている。

[態] ※⾳楽の特徴とその背景となる⽂化や歴史、他
の芸術との関わり、我が国の伝統⾳楽の特徴と、そ
の特徴から⽣まれる⾳楽の多様性に関心をもち、音
楽活動を楽しみながら主体的・協働的に鑑賞の学習
活動に取り組もうとしている。

11 2
音色や響きと奏法との関わ
りを理解して、器楽表現を工
夫しよう

●楽器の音色や響きと奏法との関わりについて理解
するとともに、それらを生かした曲にふさわしい器楽表
現を創意工夫し、合わせて演奏する。

打楽器のための小品

[知] 楽器の音色や響きと奏法との関わりについて理
解している。
[技] 創意⼯夫を⽣かし、全体の響きや各声部の音な
どを聴きながら他者と合わせて演奏する技能を身に
付け、器楽で表している。

[思] 音色、リズム、テクスチュアを知覚し、それらの働
きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚し
たことと感受したこととの関わりについて考え、曲にふ
さわしい器楽表現としてどのように表すかについて思
いや意図をもっている。

[態] ※楽器の音色や響きと奏法との関わり
に関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体
的・協働的に器楽の学習活動に取り組もうと
している。

１２
4

音階の特徴及び音のつ
ながり方の特徴を生かし
て、創作表現を工夫しよ
う

●表したいイメージと関わらせながら、音階の特徴及
び音のつながり方の特徴について理解するとともに、
それらを生かしたまとまりのある創作表現を創意工夫
して旋律をつくる。

My Melody
カトカトーン

[知] 音階の特徴及び⾳のつながり⽅の特徴につい
て、表したいイメージと関わらせて理解している。
[技] 創意⼯夫を⽣かした表現で旋律をつくるために
必要な、課題や条件に沿った⾳の選択や組合せなど
の技能を身に付け、創作で表している。

[思] リズム、速度、旋律、構成を知覚し、それらの働
きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚し
たことと感受したこととの関わりについて考え、まとま
りのある創作表現としてどのように表すかについて思
いや意図をもっている。

[態] ※音階の特徴及び⾳のつながり⽅の特徴に関
心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に
創作の学習活動に取り組もうとしている。

3
１２
1

4
全体の響きや各声部の役割
を生かして、表現を工夫しよ
う

●楽器の音色や響きと奏法との関わりについて理解
するとともに、それらを生かした曲にふさわしい器楽表
現を創意工夫し、合わせて演奏する。

筝

[知] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景
との関わりについて理解している。
[技] 創意⼯夫を⽣かし、全体の響きや各声部の声な
どを聴きながら他者と合わせて歌う技能を身に付け、
歌唱で表している。

[思] 音色、リズム、旋律、テクスチュアを知覚し、それ
らの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、
知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、
曲にふさわしい歌唱表現としてどのように表すかにつ
いて思いや意図をもっている。

[態] ※曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容及び
曲の背景との関わりに関心をもち、音楽活
動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の
学習活動に取り組もうとしている。

2 2
ポピュラー音楽の特徴を理
解して、その魅力を味わおう

●音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、他の芸
術との関わりについて理解するとともに、生活や社会
における音楽の意味や役割について考え、音楽のよさ
や美しさを味わって聴く。

ポピュラー音楽のジャンル
（海外編・国内編）

[知] ⾳楽の特徴とその背景となる⽂化や歴史、他の
芸術との関わりについて理解している。

[思] 音色、リズム、旋律、テクスチュアを知覚し、それ
らの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、
知覚したことと感受したこととの関わりについて考える
とともに、生活や社会における音楽の意味や役割に
ついて考え、音楽のよさや美しさを味わって聴いてい
る。

[態] ※⾳楽の特徴とその背景となる⽂化や
歴史、他の芸術との関わりに関心をもち、音
楽活動を楽しみながら主体的・協働的に鑑
賞の学習活動に取り組もうとしている。

２
３

3
仲間とともに、表情豊かに合
唱しよう

●曲想と音楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景との
関わりについて理解するとともに、それらを生かした曲
にふさわしい歌唱表現を創意工夫し、合わせて歌う。

卒業式の歌
君が代

[知] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景との関わりに
ついて理解している。
[技] 創意⼯夫を⽣かし、全体の響きや各声部の声などを聴きなが
ら他者と合わせて歌う技能を身に付け、歌唱で表している。

[思] 音色、速度、旋律、テクスチュア、強弱、構成を知覚し、それ
らの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したこと
と感受したこととの関わりについて考え、曲にふさわしい歌唱表現
としてどのように表すかについて思いや意図をもっている。

[態] ※曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景との関わり
に関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の
学習活動に取り組もうとしている。

・ ・ ・

35 評価方法

評定への総括方法

合計

観点別学習状況について

・プリント・ファイル提出　・学習プリント　・定期考査　・実技試験　　・タブレット課題提出

観点ごとに達成度を計算し、Ａ…80%以上　Ｂ…50%以上　Ｃ…50%未満　で算出する。

各観点の達成度を総括（%）し、５…90%以上　４…80%以上　３…50%以上　２…20%以上　１…20%未満　として算出する。
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